
審議案件 １       第６６回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項）  
 
第１ 審議案件の概要 

１ 大規模小売店舗の名称：（仮称）ヤマダ電機テックランド松戸店                 ＜届出概要＞ 

１ 新設日 ：平成２０年８月１１日 
２ 店舗面積：６，０６４㎡ 
３ 駐車場の位置：図３、図４ 
  駐車場の収容台数：３５２台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：１８０台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：１５０㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：１５０㎥ 
７ 開店時刻：午前１０時 
  閉店時刻：午後１０時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前９時４５分～午後１０時１５分 
９ 駐車場の出入口の位置：図３ 

駐車場の出入口の数：５か所 
10 荷さばき可能時間帯：午前６時～午後９時 

 ２ 所在地：松戸市松戸２２８９番地７ 
３ 建物設置者：合同会社インパクトホールディング 職務執行者 リオン・ラング 
４ 小売業者名：株式会社ヤマダ電機 （業種：家庭電化製品専門店） 
５ 敷地の概要：・敷地面積 ９，５６５㎡  ・所有形態 借地 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   準工業地域及び第１種住居地域  
・現況     更地及び駐車場 
・建築確認   平成２０年７月上旬予定 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造、地上３階地下１階建 
・建築面積   ４，７８１㎡ 
・延床面積  １７，８５８㎡ 
・店舗面積   ６，０６４㎡ 

７ 周辺の環境等：東側は道路を挟み公園及び立体駐車場、西側は道路を挟み店舗、 
南側は道路を挟み店舗、北側は民間駐車場及び住居である。 

８ 処理経過： ・届出日 平成１９年１２月１０日 
・公告縦覧期間  平成２０年１月１１日～平成２０年５月１１日 
・説明会開催日時 平成２０年１月３０日 午後３時、午後６時 

       ・場 所     松戸市民会館 
９ 市町村・住民等の意見： 

・松戸市の意見    あり 
・住民等の意見    あり 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（１）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 ３５２台(うち身障者用３台) 

（指針）必要駐車場台数＝（Ａ：店舗面積当たり日来客数原単 1,157 人/千㎡）×（Ｓ：店舗面積 6.064 千㎡） 
           ×（Ｂ：ピーク率 14.4％）×（Ｃ：自動車分担率 65％） 

÷（Ｄ：平均乗車人員 2.0 人）×（Ｅ：平均駐車時間係数 1.056）＝３４７台 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３、図４ 参照） 

・建物地下平面駐車場(自走式)１３６台、建物１階平面駐車場(自走式)１０２台、 
建物外平面駐車場(自走式)１１４台  合計３５２台 

・出入口５か所 
・敷地内駐車待ちスペース：あり（Ｅ－２出入口→１２ｍ） 
交通への支障を回避するための方策 
・オープン時及び土日等、混雑が予想される時は、交通整理員を出入口に配置する。 
・看板を設置し路面表示を行う。 

ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照） 

・届出台数 １８０台    ＊指針参考値の駐輪台数 6,064 ㎡÷35 ㎡／台＝174 台 

・駐輪場の管理体制 従業員による適宜見回りし管理する。 

・駐輪場案内の表示方法 案内看板の設置と路面表示を行う。 

エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 
（ア）荷さばき施設の整備  面積：１５０㎡ 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数      ：２台 
 ・待機スペース        ：あり 
・搬出入車両専用出入口    ：なし 
・荷さばき可能時間帯     ：午前６時～午後９時 
・搬出入車両               ：８台（２ｔ車４台、４ｔ車４台 ） 
・平均的な荷さばき処理時間  ：２０分 
・ピーク時の搬出入車両台数  ：２台 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路  （図７ 参照） 
（イ）周知の方法 

・チラシ等の配布：新聞折込広告に案内図を掲載する。 
・オープン時等に経路上の主要交差点に交通整理員を配置する。 
・誘導経路上に案内看板の設置を検討する。 

※駐車場 
 指針に基づく必要台数が確保されて

おり、駐車需要を充足していると認めら

れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※駐輪場 

 指針に基づく参考値の台数が確保さ

れており、駐輪需要は充足していると認

められる。 
 
※荷さばき施設 
搬出入計画に基づき、必要な施設が確

保されており、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 
 
 
 
 
 
※経路 
経路設定及びその周知の方法は、必要

な配慮がなされていると認められる。 
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（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・歩行者専用の出入口を設け、歩車分離し安全を確保する。（図３ 参照） 
・歩行者の安全を確保するため夜間照明を設置する。 

※歩行者の利便性 
 歩行者の通行の利便性の確保につい

て、必要な配慮がなされていると認めら

れる。 
 
（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 廃棄物減量化 
・グループ関連企業で家電製品のリユース事業を展開し、減量化に努めている。 
・リターナブルコンテナの使用により商品搬入ダンボールの減量化に努める。 
・プリンターのインクカートリッジを回収し、廃棄物の減量化に努めている。 
・簡易包装に努めるようにお客に呼びかけをする。 
・グリーン電力の使用により二酸化炭素の排出を削減する。 
・環境問題に取り組む為、「エコポイント」を導入し省エネ効率の高い商品の普及に努めている。 
 

イ リサイクル計画 
・対象となる家電４品目（冷蔵庫・洗濯機・テレビ・エアコン）は、家電リサイクル法に基づき、お客より引取・収

集を自社で行い、運搬を専門業者に委託し適切に行う。 
・使用済みパソコンについては引取や収集を自社で行い、運搬を専門業者に委託しリサイクルを図る。 
・ＯＡ用紙、商品梱包厚紙等についてもダンボールとともにリサイクルに努める。 
 

※廃棄物 
廃棄物の減量化及びリサイクル計画

について、適切な配慮がなされていると

認められる。 
 

 
（４）防災・防犯対策への協力 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 防災対策  
・行政から要請があった場合は、協力する。 

イ 防犯対策 
・従業員が定期的に巡回する。 
・警備会社に委託するとともに、監視カメラの設置による防犯対策を行う。 
・閉店後は出入口をチェーンバリカーで施錠・閉鎖する。 
 

※防災・防犯 
防災・防犯対策への協力について、適

切な配慮がなされていると認められる。 
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２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（１）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア） 騒音問題への一般的対策：低騒音型機器を使用する。 
                 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：搬出入車両のアイドリング禁止を徹底する。 

作業員への騒音防止意識の徹底を図る。 
計画搬入の実施により待機車両をなくすよう努める。 

・荷さばき施設：荷さばき施設のうち、荷下ろしする場所を建物内にする。 
荷さばき施設は余裕のあるスペースを確保し作業時間の短縮を図る。 

           
b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 

・屋外でのＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない。 
(ウ) 付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 

a  室外機等からの騒音 
・室外機は低騒音型を採用する。 

b  駐車場からの騒音対策 
  ・段差のない平坦な駐車場とし、騒音の低減を図る。 
  ・アイドリングストップの看板を設置し注意を喚起する。 
c  廃棄物収集作業に伴う騒音対策 

・施設面の対策：廃棄物回収場所は余裕のあるスペースを確保し作業時間の短縮を図る。  
・運用面の対策：深夜、早朝の回収は行わない。 

廃棄物処理業者に騒音抑制意識向上の徹底を行う。 
 
 
 
 
 
 

 

※騒音 
騒音の総合的な予測・評価については、

昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を

満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予測

評価において、来客車両走行音が、敷地

境界で基準を超過するが、保全対象側で

は基準以下であり、生活環境に与える騒

音の影響は軽微であると認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図６ 参照）                                 

（ア）騒音の総合的な予測・評価 

a 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、昼間(6：00～22：00) 及び夜間 

 (22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。 

b 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外とした。

c評価方法：騒音に係る環境基準 

d 騒音の総合的な予測結果 
   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準 予測レベル 基準 
備 考 

Ａ 準工業地域 Ｃ 46 60 以下 36 55 以下  

Ｂ 第 1種住居地域 Ｂ 44 55 以下 30 45 以下  

Ｃ 第 1種住居地域 Ｃ 46 55 以下 32 45 以下  

Ｄ 準工業地域 Ｂ 47 60 以下 35 55 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価      
a 予測方法：音源の距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 

b 予測地点：建物の周囲について、音源毎に最短敷地境界地点及び保全対象として住居等の立地可能な屋外とした。 

c 評価方法：騒音規制法の規制基準 

d 発生する騒音ごとの予測結果 
 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 地点名 

(音源名) 

用途地域 

区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準 保全対象 基準 
備 考 

(A20) 準工業地域 第３種区域 74 50 49（a） 50 来客車両走行音 

(A24) 準工業地域 第３種区域 48 50 ― ― 来客車両走行音 

※来客車両走行音については、敷地境界予測地点で基準を超過するが、保全対象側の敷地境界では、基準値を満足

しており、周辺環境に与える影響は軽微であると認められる。 
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（２）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について（図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量：１５０m3 （廃棄物保管施設容量７５m3、廃家電保管施設容量７５m3）（高さ 1.5ｍ）
（指針）「廃棄物等の保管量（ｍ３）」＝ A × B ÷ C 

A ：1 日当たりの廃棄物等
の排出予測量（ｔ） 

B：廃棄物等の 
 平均保管日数

C：廃棄物等の見
かけ比重 

排出予測量（㎥）
（保管量） 

紙製廃棄物等 １．２４８ １ ０．１０     １２．４８
金属製廃棄物等 ０．０４２ １ ０．１０ ０．４２

ガラス製廃棄物等 ０．０３６ １ ０．１０   ０．３６

プラスチック製 
廃棄物等 

 
０．１２０

 
１ 

 
０．０１ 

 
１２．０２

生ごみ等 １．０１５ １ ０．５５   １．８５

その他の可燃物等 ０．３２７ １ ０．３８   ０．８６

 計       ２７．９９

    廃家電等排出予測量（同社の他店舗の実績から予測） １３．２４m3

  指針に基づく排出予測量：２７．９９m3＋廃家電等排出予測量：１３．２４m3＝全体排出予測量：４１．２３m3

 
イ 廃棄物等の運搬や処分について ： 
・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理 
・運搬頻度    毎日 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管施

設は指針を満たす保管容量が確保され

ており、運搬等についても適切な配慮が

なされていると認められる。 
 

 
（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積 ７１９㎡（緑化基準面積 6,738 ㎡の 10.7%、敷地面積に隔地駐車場は含まず） 

松戸市宅地開発事業等に関する条例による緑化基準：（敷地面積―屋外駐車区画面積）×10％
 

イ 街並みづくり、景観への配慮 ：周辺の景観及び建築物と調和の取れる色調・形状・高さとする。 
敷地外周部に緑地を配置する。 
 

ウ 屋外照明・広告塔照明等 
・点灯時間  日没から閉店まで 
・光害対策  住宅に対して照射角度を配慮する。      
 
 

※街並みづくり 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 
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３ 市町村・住民等の意見について 
ア 松戸市の意見 

（ア）登下校ルート（通学路）の安全確保に配慮すること。 
（イ）来店者が、届出書で想定されている以外の経路を取った場合の安全対策について配慮されたい。 

 

（対応）オープン 1～2 ヶ月前に交通誘導員等配置計画書を作成し、松戸警察署と協議を行います。 
その後、自治会・松戸市に提示確認を取ります。 
運用方法として平日来店車両が少ない時は建物敷地内の駐車場を優先利用するようにします。 

    また、来店者が届出書で想定している経路を取るように、折込チラシや場内案内の掲示物で告知し、周知徹底
します。 

 
 

 
イ 住民等の意見 

（ア）歩行者の通行の利便の確保に配慮して欲しい。違法駐車や交通量が増加した場合の幼稚園児・小学生・中学生・
通勤者等に対する安全対策を取って欲しい。 

 
（対応）オープン 1～2 ヶ月前に交通誘導員等配置計画書を作成し、松戸警察署と協議を行います。 

その後、自治会・松戸市に提示確認を取ります。 
運用方法として平日来店車両が少ない時は建物敷地内の駐車場を優先利用するようにします。 

    また、来店者が届出書で想定している経路を取るように、折込チラシや場内案内の掲示物で告知し、周知徹底
します。 

 
（イ）駐車台数は３５２台とのことですが、それ以上に車による来店があった場合の対策を取って欲しい。 
 

（対応）ヤマダ電機他店舗の実績から現状の３５２台の駐車台数で十分必要台数を満たすと考えていますが、常態的に
駐車場が足りなくなった場合は他に駐車場を確保するようにします。また、繁忙時期には誘導員等を配置し、誘
導します。（誘導員配置計画については（ア）の対応のとおり関係部署と協議します。）  

  
 
 
 
 
 
 
 

 

※意見 
 松戸市及び住民等からの意見につい

ては、必要な対応がなされると認められ

る。 
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第３ 総合判断 
１ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、駐車場については、指針に基づく必要台数が確保されており、駐車需要を充足していると認められる。 

駐輪場については、指針に基づく参考値の台数が確保されており、駐輪需要は充足していると認められる。 
   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 
２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 

 
３ 騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、来客車両走行音が、敷地境界で基準を超過するが、保全対象側では基準以下であり、生活環境に与える騒

音の影響は軽微であると認められる。 
 
 ４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 

 
６ 松戸市及び住民等からの意見については、必要な対応がなされると認められる。 

    
 以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断す

る。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
 
 
 
 
 



審議案件 ２       第６６回大規模小売店舗立地審議会資料（法第 5 条第 1 項） (案) 
 
第１ 審議案件の概要 

１ 大規模小売店舗の名称：（仮称）カインズホーム富津店                     ＜届出概要＞ 

１ 新設日 ：平成２０年８月１５日 
２ 店舗面積：１２，５７２㎡ 
３ 駐車場の位置：図３ 
  駐車場の収容台数：５５４台 
４ 駐輪場の位置：図３ 
  駐輪場の収容台数：１３０台 
５ 荷さばき施設の位置：図３ 
  荷さばき施設の面積：４５７㎡ 
６ 廃棄物等の保管施設の位置：図３ 
  廃棄物保管施設の容量：９０㎥ 
７ 開店時刻：午前８時 
  閉店時刻：午前０時 
８ 駐車場利用可能時間帯： 

午前７時３０分～翌午前０時３０分 
９ 駐車場の出入口の位置：図３ 

駐車場の出入口の数：４か所 
10 荷さばき可能時間帯：午前６時～午後９時 

 ２ 所在地：富津市青木土地区画整理事業地内 204 街区画地番号１ほか 
３ 建物設置者：株式会社カインズ 代表取締役 土屋裕雅ほか 
４ 小売業者名：株式会社カインズ （業種：住・生活関連）ほか 
５ 敷地の概要：・敷地面積 ５０，３７７㎡  ・所有形態  借地 

・都市計画区域 市街化区域 
・用途地域   近隣商業地域  
・現況     更地 
・建築確認   平成２０年５月１３日 

６ 建物の概要：・構造     鉄骨造平屋建 
・建築面積   １５，８８０㎡ 
・延床面積   １５，６６８㎡ 
・店舗面積   １２，５７２㎡ 

７ 周辺の環境等：東側は道路を挟み駐車場及び店舗、西側は道路を挟み公園 
南側は道路を挟み店舗及び住居、北側は道路を挟み住居である。 

８ 処理経過： ・届出日 平成１９年１２月２０日 
・公告縦覧期間  平成２０年１月１５日～平成２０年５月１５日 
・説明会開催日時 平成１９年２月２３日 午後２時 

       ・場 所     富津市富津公民館 
９ 市町村・住民等の意見： 

・富津市の意見    あり 
・住民等の意見    なし 

9 
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第２ 大規模小売店舗の施設の配置及び運営方法に関する事項（届出事項等） 
１ 駐車需要の充足その他による大規模小売店舗の周辺の地域の住民の利便及び商業その他の業務の利便の確保のために配慮すべき事項 
（２）駐車需要の充足等交通に係る事項               

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 駐車場の収容台数 ：届出台数 ５５４台(うち身障者用１１台)    
 ※指針（必要駐車台数）８４８台  
※必要駐車台数    ５５０台＝３８４台（ホームセンター部分）＋１６６台（テナント部分） 
【カインズホーム部分】 

当該店舗は大きな建築資材・農業資材等を主に扱うホームセンターで、店舗面積に比して１日に来店する客数が

極端に少ない場合は、既存類似店のデータ等を用いて算出することができると示されていることから、指針数値を

用いず既存類似店舗（銚子店、館山店、東金店）の実績数値を参考にして算出した。              

類似既存店舗 銚子店 館山店 東金店 採用値 
店舗面積 7,760 ㎡ 9,700 ㎡ 7,291 ㎡ 8,676 ㎡

日来客数原単位（人／日） 431 人 517 人 738 人 740 人

ピーク率（%）  12.9％ 12.7％ 12.2％ 12.9％
平均乗車人員（人／台） 1.53 人 1.55 人 1.55 人 1.53 人

自動車分担率％ 93.0％ 96.4％ 95.9％ 100.0％
平均駐車時間係数 0.29 0.71 0.60 0.71
駐車台数（ピーク実績） １３９台 ３８０台 ３２３台 
＊必要駐車場台数＝（Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位 740 人/千㎡）×（Ｓ：店舗面積 8.676 千㎡） 
        ×（Ｂ：ピーク率 12.9％）×（Ｃ：自動車分担率 100.0％）÷（Ｄ：平均乗車人員 1.53 人） 

×（Ｅ：平均駐車時間係数 0.71）＝３８４台 
【テナント部分】 
（指針）必要駐車場台数＝（Ａ：店舗面積当たり日来客数原単位 983 人/千㎡）×（Ｓ：店舗面積 3.896 千㎡） 
          ×（Ｂ：ピーク率 14.4％）×（Ｃ：自動車分担率 70％） 

÷（Ｄ：平均乗車人員 2.0 人）×（Ｅ：平均駐車時間係数 0.86）＝１６６台 
イ 駐車場の位置及び構造等（図３ 参照） 

・建物外平面駐車場（自走式）５５４台   
・出入口４か所 
・敷地内駐車待ちスペース 

   出入口１→37ｍ 出入口２→24ｍ 出入口３→63ｍ 出入口４→28ｍ  
交通への支障を回避するための方策 
・オープン日及び休祭日等の混雑時に、交通整理員(10 名)を各出入口と駐車場内に配置する。 
・各出入口に看板を設置する。 
・出入口に停止線、矢印を表示する。 

 

※駐車場 
 特別な事情により指針数値を用いず

必要台数を算出しているが、算出根拠に

は合理性があり、駐車需要は充足してい

ると認められる。 
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ウ 駐輪場の確保等（図３ 参照）          
・届出台数 １３０台  
  必要駐輪台数 １２４台＝１３台（カインズホーム部分）＋１１１台（テナント部分） 

 
【ホームセンター部分】 

当該店舗は大きな建築資材・農業資材等を主に扱うため、自転車、自動二輪車により来店する客数が極端に少なく、

指針数値を用いず、既存類似店舗（東金店）の事例を参考に必要台数を算出した。 
＊東金店の平均的な休祭日のピーク１時間あたりの必要台数・・・１１台 
カインズホーム富津店 8,676 ㎡（Ａ）、東金店 7,291 ㎡（Ｂ） 

   ＊必要駐輪台数 Ａ／Ｂ×１１台＝１３台 
 
【テナント部分】 

＊指針参考値の駐輪台数 3,896 ㎡÷35 ㎡＝111 台 
 
エ 荷さばき施設の整備等（図３ 参照） 
（ア）荷さばき施設の整備  面積：４５７㎡（荷さばき(1) 266 ㎡   荷さばき(2) 171 ㎡   荷さばき(3) 20 ㎡） 
（イ）計画的な搬出入 

・同時作業可能台数      ：５台（荷さばき(1)→２台 荷さばき(2)→２台 荷さばき(3)→１台） 
 ・待機スペース        ：あり 
・搬出入車両専用出入口   ：荷さばき(1) あり、荷さばき(2)、(3) なし 
・荷さばき可能時間帯     ：午前６時～午後９時 
・搬出入車両               ：２２台（10ｔ車９台 4ｔ車９台 2ｔ車４台） 
・平均的な荷さばき処理時間  ：２０分 
・ピーク時の搬出入車両台数  ：６台（荷さばき(1)→２台 荷さばき(2)→３台 荷さばき(3)→１台） 

オ 経路の設定 
（ア）案内経路  （図５ 参照） 
（イ）周知の方法 

・チラシ等の配布：新聞折込広告に案内図を掲載する。 
・店舗周辺約３㎞圏内の誘導経路上（５か所）に案内看板を設置する。 
 

※駐輪場 
 特別な事情により指針数値を用いず

必要台数を算出しているが、算出根拠に

は合理性があり、駐輪需要は充足してい

ると認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※荷さばき施設 
搬出入計画に基づき、必要な施設が確

保されており、適切な配慮がなされてい

ると認められる。 
 
 
 
 
 
 
※経路 
経路設定及びその周知の方法は、必要

な配慮がなされていると認められる。 

（２）歩行者の通行の利便性の確保等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

・敷地内に歩行者自転車専用の出入口を設け、歩車分離しカラー表示して安全確保する。（図３ 参照） 
・交通の混雑が予測される時は、各出入口及び駐車場内に交通整理員を配置する。 
・歩行者の安全を確保するため屋外灯を設置する。 

※歩行者の利便性 
歩行者の通行の利便性の確保につい

て、必要な配慮がなされていると認めら

れる。 
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（３）廃棄物減量化及びリサイクルについての配慮 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物減量化 
・カインズ直営の東金流通センターが新たに稼動したので、商品の合積みなど物流の簡素化に努める。 
・ダンボールのリサイクルとともに流通センターと一体となって搬入商品のダンボール減量のため、折りたたみコン

テナを使用し、取引先企業と連携して使用量の削減に努める。 
・リサイクル商品の多品目の販売を行いリサイクル品の流通に努める。 
・リサイクル品のカート、パレットを使用（100％）している。 
・包装紙やビニール袋の使用量の削減に努めている。 
・生鮮食料品は、一部をパック詰め納品して生ごみの減量化に努めていく。 
・ダンボール等の廃棄物は、リサイクルの推進を行っている専門業者に委託する。 
・廃棄物減量化のための責任者を各店舗に置き、廃棄物の分別を徹底して再利用を進め、最終ごみゼロを目指す。 
・廃棄物の減量化の取り組みを広告チラシ等のパブリックスペースを利用し情報提供する。 
・レジ袋削減の一環として、レジ袋不要のお客様にスタンプカードを提供し景品と交換する。 
・レジ袋削減のため、お客様へ声賭けを行う。 
・事務所及び店舗内においてリサイクルされたコピー用紙、石鹸、トイレットペーパー等を使用する。 

  
イ リサイクル計画 
・食品廃棄物は、食品リサイクル法の基本方針に基づき、発生の抑制・減量・再利用に努める。 
・生ごみ、あら等は堆肥化及び飼料への再利用を積極的に進め、循環システムの構築を実施し、店内掲示によりピー

アールする。 
・乾電池、蛍光管及び牛乳パック、トレー、ペットボトル、アルミ缶、スチール缶などリサイクルできるものは、店

頭に回収ボックスを設置して回収し、リサイクルルートに乗せ再資源化を図るとともにリサイクルの啓発・推進を

図る。 
・地球環境保護や資源のリサイクルに率先して取り組み、社員への意識徹底を図ると同時に、お客様や取引企業にも

呼びかけて環境保護活動に取り組んでいる。 
 
 
 

※廃棄物 
廃棄物の減量化及びリサイクル計画

について、適切な配慮がなされていると

認められる。 
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（４）防災・防犯対策への協力 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 防災対策  
・行政から要請があった場合は、協力する。 

イ 防犯対策 
・警備会社に委託し防犯対策を実施する。 
・閉店後は、出入口をチェーンバリカーで閉鎖し店舗管理を行う。 
・防犯カメラを設置し防犯対策に努める。 

※防災・防犯 
防災・防犯対策への協力について、適

切な配慮がなされていると認められる。 

２ 騒音の発生その他による大規模小売店舗の周辺の地域の生活環境の悪化の防止のために配慮すべき事項 
（３）騒音の発生に係る事項 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 騒音問題に対応するための対応策 
（ア）騒音問題への一般的対策：室外機は低騒音型機器を使用する。 
（イ）荷さばき作業等小売店舗の営業活動に伴う騒音への対策 

ａ 荷さばき作業等に伴う騒音対策 
・荷さばき作業：搬出入車両のアイドリングストップの看板を設置する。 

作業員への騒音防止意識の徹底を図る。 
社外搬入業者にも注意看板で騒音防止の協力をお願いする。 
台車はゴムローラ付きを使用し走行音の低減を図る。 

・荷さばき施設：作業床をコンクリート平滑仕上げとする。 
荷下ろし後の作業は屋内で行う。 

b 営業宣伝活動に伴う騒音対策 
・屋外でのＢＧＭ等の営業宣伝活動はしない。 

(エ) 付帯設備及び付帯施設等における騒音対策 
a  室外機等からの騒音 

・室外機は低騒音型を採用し防振架台を設置する。 
b  駐車場からの騒音対策 
  ・段差のない平坦な駐車場と平滑な路面とし、騒音の低減を図る。 
  ・アイドリングストップの看板を設置し注意を喚起する。 
ｃ 廃棄物収集作業に伴う騒音対策 

・施設面の対策：施設を屋内に設置する。  
・運用面の対策：深夜、早朝の回収は行わない。 
作業者に騒音抑制意識向上の徹底を行う。 
 

※騒音 
騒音の総合的な予測・評価については、

昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を

満たしている。 
夜間において発生する騒音ごとの予測

評価において、来客車両走行音が、敷地

境界で基準を超過するが、保全対象側で

は基準以下であり、生活環境に与える騒

音の影響は軽微であると認められる。 
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イ 騒音の予測・評価について（図４ 参照）                                 

（ア） 騒音の総合的な予測・評価 

a 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での騒音レベルを求め、昼間(6：00～22：00) 及び夜間 

 (22:00～6:00)における各音源の稼動状況から等価騒音レベルを算出した。 

b 予測地点：建物の周囲に近接した最も騒音の影響の受けやすい地点に立地し又は立地可能な住居等の屋外とした。

c評価方法：騒音に係る環境基準 

d 騒音の総合的な予測結果 
   予測地点 総合的な予測（等価騒音レベル） 単位：dB 

昼間（6:00～22:00） 夜間（22:00～6:00） 
地点名 用途地域区分 

環境基

準類型 予測レベル 基準 予測レベル 基準 
備 考 

Ａ 第１種住居地域 Ｂ 48 55 以下 33 45 以下  

Ｂ 第１種住居地域 Ｂ 45 55 以下 32 45 以下  

Ｃ 商業地域 Ｃ 47 60 以下 31 50 以下  

Ｄ 第２種住居地域 Ｂ 44 55 以下 ＜30 45 以下  

 
（イ）発生する騒音ごとの予測･評価      

a 予測方法：音源ごとに距離減衰効果を考慮した予測地点での最大騒音レベルを算出した。 

b 予測地点：建物の周囲について、音源毎に最短敷地境界地点及び保全対象として住居等の立地可能な屋外とした。

c評価方法：騒音規制法の規制基準 

d 発生する騒音ごとの予測結果 
 音源ごとの予測（最大騒音レベル） 単位：dB 

夜  間（22:00～6:00） 地点名 

(音源名) 

用途地域 

区分 

騒音規制法 

区域区分 敷地境界 基準 保全対象 基準 
備 考 

ａ 近隣商業地域 第３種区域 39 50 － － ｷｭｰﾋﾞｸﾙ（１） 

Ⅰ 近隣商業地域 第３種区域 52 50 ＜30（Ｂ） 45 来客車両走行音 

Ⅱ 近隣商業地域 第３種区域 74 50  46（Ｃ） 50 来客車両走行音 

 
※来客車両走行音については、敷地境界予測地点で基準を超過するが、保全対象となる住居等において基準値を下回

る。よって、環境に与える影響は軽微であると認められる。 
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（４）廃棄物に係る事項等 
指針等に基づく配慮事項 検討状況 

ア 廃棄物等の保管について （図３ 参照） 
（ア）保管のための施設容量の確保 

廃棄物の保管施設の容量 ：９０m3 

（カインズ→４８m3 テナント 1→１８m3 テナント 2→２４m3）（高さ 1.5ｍ）
    

（指針）「廃棄物等の保管容量（ｍ３）」(Ａ×Ｂ÷Ｃ) 
A ：1 日当たりの廃棄物等
の排出予測量  （ｔ）

B：廃棄物等の平
均保管数  （日）

C：廃棄物等の見
かけ比重 

保管容量 
（㎥）

紙製廃棄物等 ２．０８８ １ ０．１０ ２０．８８０

金属製廃棄物等 ０．０７８ １ ０．１０ ０．７８０

ガラス製廃棄物等 ０．０６５ １ ０．１０ ０．６５０

プラスチック製 
廃棄物等 

０．２０６ １ ０．０１ ２０．６０

生ごみ等 １．７２７ １ ０．５５ ３．１４０
その他の可燃物等 ０．６７８ １ ０．３８ １．７８６

合   計  ４７．８３６

イ 廃棄物等の運搬や処分について 
・運搬・処理方法 許可業者による敷地外処理       
・運搬頻度    毎日 

※廃棄物 
廃棄物に係る事項等について、保管施

設は指針を満たす保管容量が確保され

ており、運搬等についても適切な配慮が

なされていると認められる。 
 

 
（３）街並みづくり等への配慮等 

指針等に基づく配慮事項 検討状況 
ア 敷地内の緑化計画 ： 緑化面積 ３，２７９㎡（敷地面積 ５０，３７７㎡の６．５％） 

（都市計画法の基準はないが、青木地区地区計画の壁面後退部分の用地を緑地として確保）

イ 街並みづくり、景観への配慮 ：建物は平屋建てとし高さを抑え、外壁はグリーン、グレー系を基調とした色彩と

し街並みに配慮した計画とする。 
敷地内に多めの緑地を設け景観に配慮する。 

ウ 屋外照明・広告塔照明等 
・点灯時間  日没から駐車場利用時間まで 
・光害対策  住宅に対して照射角度を配慮する。      

※街並みづくり 
地域環境との調和に適切な配慮がな

されていると認められる。 
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３ 市町村・住民等の意見について 
ア 富津市の意見 
（ア）貴社事業から想定される廃棄物の有効なリサイクルのため、富津工業用地に進出しているリサイクル企業を積

極的に活用願いたい。 
（対応）運搬及び処理を委託している市指定業者と協議し、近隣にあるリサイクル企業の活用を推進します。 
 

 
（イ）災害時における被災者に対する防災活動協力に関しての協議と、災害時における物資供給に関する協定締結に

ついて協議されたい。火災及び地震等の災害時における障害者（車椅子、聴覚障害者や視聴覚障害者など）に対

する避難誘導対策を実施願いたい。児童・生徒の利用に際し、犯罪に巻き込まれない手だてを講じていただくと

ともに、地域の店舗として、児童・生徒の緊急時には「子ども１１０番の家」としての役割を考慮願いたい。 
（対応）災害時等万一のときは、駐車場を避難場所として提供します。また、防災協定については、今後協議していき

ます。 
     障害者の避難誘導については、誘導経路と方法について社員教育を行っていきます。 
     警備員による店舗内外の巡回を行うと共に、社員教育を通じ、児童及び生徒の安全確保に努めます。 
 
 
（ウ）各種地域振興イベントへの参加等、地域貢献に協力をお願いしたい。 

（対応）できるだけイベントへの参加を含め、地域活動に協力します。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※意見 
 富津市からの意見については、必要な

対応がなされると認められる。 
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第３ 総合判断 
１ 駐車需要の充足等交通に係る事項について、特別な事情により指針数値を用いず必要台数を算出しているが、算出根拠には合理性があり、駐車需要は充足し

ていると認められる。 
駐輪場については、特別な事情により指針数値を用いず必要台数を算出しているが、算出根拠には合理性があり、駐輪需要は充足していると認められる。 

   経路の設定及びその周知方法について、必要な配慮がされていると認められる。 
 
２ 荷さばき施設については、搬出入車両の車両種別、入庫状況、作業時間帯から必要な規模の施設・運営計画であり、適切な配慮がされていると認められる。 

 
３ 騒音の総合的な予測・評価については、昼間・夜間の等価騒音レベルは基準値を満たしている。 

夜間において発生する騒音ごとの予測評価において、来客車両走行音が、敷地境界で基準を超過するが、保全対象側では基準以下であり、生活環境に与える

騒音の影響は軽微であると認められる。 
 

４ 廃棄物に係る事項等については、指針に基づく予測排出量を充足させる保管容量を確保しており、リサイクル計画、廃棄物の減量化、廃棄物処理に関しても、

適切な配慮がされていると認められる。 
 
５ 街並みづくり等への配慮については、地域環境との調和に適切な配慮がされていると認められる。 

 
６ 富津市からの意見については、必要な対応がなされると認められる。なお、住民等からの意見はなかった。 

    
 以上のことから、当該店舗の立地に関し、周辺地域の生活環境の保持を図るため施設の配置及び運営方法について、指針に照らし適正に配慮されていると判断す

る。 
 
第４ 県の意見(案) 

   「意見なし」 
    なお、店舗の維持・運営に当たっては、届け出たところにより、店舗周辺地域の生活環境の保持に適正な配慮をしてください。 
 


